
令和５年度  中津川市立福岡中学校グランドデザイン（学校経営構想） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇安心・安全 
・教育相談の充実 
・温かい人間関係 
・若葉・朝日の常存 
・「命の教育」の推進 
 
 
□教師が何をしたか、生
徒や保護者の変容は
どうであったか。（教
職員ア） 

〇学ぶ意欲 
・誰もが「わかる・でき
る・楽しい授業」 

・学び合いの実践 
・ＩＣＴ活用 
・家庭学習の充実 
 
□授業が「わかる・でき
る・ 楽しい」と感じ
る生徒の割合（学習
ア） 

〇自治力 
・生徒が当事者意識を
もった動き 

・リーダーの語り 
・生徒のアイデア 
・行事＝日常 
 
□自治的な生徒会活
動の見届け（生徒会
ア） 

〇連携 
・地域との連携 
・学校運営協議会 
・地域行事への参加 
・PTA 活動 
・関係機関との連携 
 
□地域と繋がる活動の
頻度と実績（何をど
れだけやったか） 

 

◎小中一緒に関わりの力を育成する（不登校、不適応、仲間との不和への対策） 

 ・あけぼのタイムの実践（Slimpleプログラム） 

 ・縦割りでのあらゆる活動の実践 

○変化に対応できる柔軟さと困難に負けないたくましい生徒を育てる→雨ニモマケズのワタシ 

・「命と健康」を判断基準に、より正しく判断し行動する力を付ける 

 ・生徒に考えさせ、生徒のアイデアで活動をつくり出す 

○生徒のＳＯＳに対しては、その日のうちに１００％対応する 

・「欠席は生徒の SOS」「初動を速く」「見届けを確実に」「一番遠くにいる生徒を大切に」  

・対応は個人ではなく組織で（報告･連絡･相談の習慣化、生教特委員会の活用、情報共有） 

○学年の色をつくり出す 

・学年目標・・・「規律と勢いの１年」「自律と自信の２年」「自立と誇りの３年」 

・学年の特性を見出し、活動を起こし、認め、励まし、広める  

・総合、道徳、学活を、学年で計画的に推し進める 

○研究推進委員会の牽引で、全職員が授業の向上をめざす 

・「学び合い」を軸にした授業づくり 

○家庭、地域と一緒になって同じ方向から生徒の成長を支える曙学園  

・学校運営協議会を軌道に乗せる 

・あらゆる手段を講じて地域への発信をしていく 

○「働き方改革」を進め、教職員の心身の健康と自分自身と家族の時間をつくる 

 ・職員の当事者意識をつくり出す働き方改革の取組を推進する 

基盤となる学校の構え 

□…学校経営の指標 ５つの stage で見届け 

 ＜保護者・地域＞ 

○学校教育への関心が高く、学校

の取組に対して協力的である 

○学校と地域が繋がることを望ん

でいる 

△コロナ禍の数年の間に、薄れつ

つあった地域との繋がりがを取

り戻す。 

＜教師＞ 

○何事にも一生懸命で、迅速な対応が

できる 

○生徒に寄り添い、よさを認め伸ばそ

うとしている 

○一声かければ、全員ですぐに動くこ

とができる 

△超過勤務の改善 

＜生徒＞ 

○素直で穏やかな生徒が多い 

○時と場を設定すれば行動できる生

徒が多い 

△集団になじめない生徒の出現率が

多い 

 

実態 

＜求める学校の姿＞→誰もが笑顔で気持ちよく生活できる学校 
生徒の成長を支える職員の「チームワーク・フットワーク・ネットワーク」 

４つの重点 

目指す人間像 「雨ニモマケズ」の「ワタシ」 
学校の教育目標 自学・協同・鍛錬 


